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�当初は事業者、お客さん双方に戸惑いもありお問い合わせもありましたが、最近
はほとんどありません。

��������	
��
�要望については逐次検討しています。「バス停が見づらい」「乗車中にバス停の案
内が無い」などはすぐ改善し、運行時刻や回数券の導入などは協議中です。
また、「バスの車体表示をわかりやすく」との要望は事業者が対応しました。
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　今年度の運行の結果から、来年以降の事業化の成否が決まります、新たに登場し
た路線はまだ定着していませんが、便利になったという声もあります。本格運行に
向け、皆様にバスの良さを発見していただきたいので、１度でも多く利用してくだ
さい。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　������������	
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　町内の写真は、１９９７年から撮り始め

ました。

　今まで、自然の風景など数々の写真

を撮りましたが、当別の特徴は、やは

り田園風景ではないかと思います。

郊外に広がる雄大な石狩平野の田園

風景は、ほかの町にもひけをとりませ

ん。町内には、季節によってまちから

少し外れた場所にきれいな花が群生

していたり、四季で景観が変わる田畑

など、見ごたえのあるスポットがたく

さんあります。

　これからは、町民がもっと当別のよ

さに気づき、その景観が失われないよ

うに守っていくことが大切ではない

かと思います。

� � �栄町公園（栄町）

�

� �

�ＪＲ石狩太美駅前
プラザ（太美東）

�高岡東部からの眺
望（高岡）

�若葉町の田園地帯
から望む当別市街
（若葉）

�（仮称）展望公園か
らの眺望（獅子内）

��������	�
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��

町内の写真を撮り続けている平出理三郎さん（園生）にインタビュー

　場所など、詳細につい

ては、美しいまちづくり

課（�23－3073）まで問

い合わせください。

先月号で紹介した７か所のほか、今号では、次の５か所を紹介します。
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　　　　　（ ５月１４日・20日）

　5月14日（日）に今年も商店街の活性化と賑わいをつくるため、

まちの駅「アウル」が“美しいまち、活き活きとした当別をつ

くる会”主催のイベントでオープンしました。

　まちの駅長である安部慎さんの挨拶で開会した「おかみさん

バザール」では、商店街のおかみさんたちの元気な声で様々な商

品が格安で販売され、ふとみ元風会のＹＯＳＡＫＯＩ演舞、子

どもジャズダンス、北海道医療大学吹奏楽部の演奏やゴスペル

同好会の歌声によりアウルのオープンを大いに盛り上げまし

た。

　会場には大勢の人々が詰めかけ、出店やポイントカード会の

福引に長蛇の列ができ、買物袋や景品を抱えた笑顔の家族連れ

などで大変賑わったところです。

　5月20日（土）には｢春一番！大園芸市｣が開催されました。

　花や野菜の苗、庭木、鉢花の販売があり、ガーデニング用の花

苗や限定の目玉商品が人気を集めていました。この中では、と

うべつフラワーマスター連絡会による花と野菜の植え方の講習

会が開かれて、参加者は講師陣の説明に熱心に聞き入ってまし

た。

　

　アウルではこれらのイベントを皮切りに、今年も多くのイベ

ントが開催される予定です。
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　　　　　　 (5月19日）

　今年も、青山中央地区にある「北海道医療大学の森」

で北海道医療大学の６６１人の新入学生が１００本の桜の苗

木を植樹しました。

　木を植えることが初めての学生も多く、石狩森づく

りセンター職員から説明を受け、生命の尊さを意識し

ながら丁寧に桜の苗木を植えました。

　参加した学生は「何年か経ち、自分が植えた桜が満

開になるのが楽しみ」と話し、会場を後にしました。

��������	
����

　　　　　　 (4月29日）

　春の火災予防に合わせて当別消防署が同署敷地で消

防祭りを開催しました。

　当日は、親子連れなど約500人がつめかけ、放水、レ

スキュー、消火などの体験コーナーで子供たちと消防

隊員が触れ合い、参加した小学生は「いつもは、体験

できないことができてとても楽しかった」と感想を話

してくれました。防火縁日コーナーでは、わたあめ、

ヨーヨー、ポップコーンの無料配布が行われ、子供た

ちにとって楽しい1日となりました。

��������	
���

　　　　(5月3日～4日）

　「礼儀心」をテーマとした、第18回全道中学校剣道錬

成会が、総合体育館と白樺コミュニティーセンターを

会場に開催されました。熱気あふれる会場には、竹刀

の音と気合の声が響き渡りました。当別中学校をはじ

め、道内では釧路や稚内から、道外は青森県から113

チームの参加がありました。また、3日には多くの参加

者に当別町を知ってもらおうと、観光協会や商工会女性

部などが、体育館前に販売コーナーを設置し、いも団子

汁などの特産品を紹介しました。

��������	
������

　　　　　　 (5月2４日）

　当別高校農業クラブが町内で奉仕活動を行いまし

た。約１００人が各グループに分かれて、日頃通学して

いる道路の清掃のほか、ゆとろ、長寿園などの施設の

花壇へ植栽を行いました。

　また、パンケチュウベシナイ川の河川敷のグループ

は、日頃から河川愛護活動を行う団体「ＬＯＶＥ！パ

ンケ」（辻野浩会長）と共にコスモスの種を花壇にまき

ました。草取りぐわを慣れた手つきで持った生徒たち

は、地域住民と一緒に作業を行いました。
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　小学校2年生以上の児童と中学校全生徒（児童生
徒62名・教師20名）が野外ボランティア活動を実施
しました。
　小中学生が5班に分かれ、道路沿いに捨てられて
いる空き缶、ペットボトル、紙類などのごみを分別
しながら袋一杯に拾い集めました。
　子どもたちは今回のボランティア活動を通し、住
みよい地域づくりには、環境をきれいにすることが
大切であることを学習しました。この活動に合わ
せて地域の安全や防犯について知ろうと河川や交
差点、街灯の無い場所、廃屋などを見回ったほか
「こども110番の家」の場所を確認しました。
　これからは、保護者や地域の方々と一緒にこのよ
うな活動をする機会を作りたいと考えています。

��������	
����������������

　３校の小学校6年生13名が白老、伊達、洞爺、ルス
ツ方面へ修学旅行に行ってきました。
　白老では、陶芸に挑戦。ろくろを使わない手びね
り玉づくり法で湯飲みや茶碗、小鉢を作りました。
出来上がりは、形がいびつだったり、指の後が残っ
たりしましたが、みんな手作りの面白さに満足した
表情を浮かべていました。
　また、伊達の北黄金貝塚では、遺跡の発掘を体
験。丁寧に土を掘っていくと本物の縄文土器のか
けらや石器、矢じりなどが出てきました。服の汚れ
も気にせず、夢中に掘っていた子もいて、見つけた
ときは、みんな満面の笑みがこぼれました。２日間
集団で過ごした修学旅行は、小学校生活の思い出と
して児童たちの「心」に残っていくことでしょう。

���������	
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　町女性団体連絡協議会の総会が開催されました。

　この団体は、町内の女性で組織された、明るい家

庭と社会の実現を目指して活動する団体です。毎

年、生活情報を交換するために「女性の集い」を開

催しているほか、去年は、子ども通学合宿のお手伝

いで炊き出しもしました。

　現在、３つの団体で活動していますが、もっと活

動の輪を広げて行きたいと考えています。一緒に活

動できる女性団体・グループの参加を呼びかけてい

ます。

　低学年の児童が安全に下校できる環境を整備しよ

うと、町地域子ども教室実行委員会と西当別小学校

が連携し、子ども待機スペース交流活動推進事業「オ

アシス」を始めました。これは、学校の空き教室を利

用して１年生から３年生までの児童が６年生の授業

終了まで待機して一緒に下校する試みです。

　初回の５月９日は、１・２年生２０人が参加して地域

ボランティアスタッフと一緒に輪投げや紙風船、将

棋などを楽しみ、6年生の授業終了を待ちました。

　一緒に活動するボランティアスタッフを募集中。

　最近、『地産地消』という言葉がよく出てきますが、

学校給食ではかなり前からこの考え方を取り入れて

います。地元の物を使うことで、地域の食文化を知

る「食育」に生かし、生産者の顔が見える安全･安心

で新鮮な食材の購入を目指しています。

　１７年度は、じゃが芋、南瓜、人参、胡瓜、トマトな

ど１０品目を、米･もやし・とうもろこしは１００％当別で

取れたものを使用、その他には浅野農場（上当別）の

おいしい豚肉を月１～２回使っています。平成１７年

度の野菜は６９％が北海道産でまかなわれました。

��������	
�����
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　４月１日よりコミュニティバスの

「ゆとろ前停留所」ができ、大変

便利になりました。

�����　毎週月～金曜日（祝

祭日、年末年始は除く）正午～午

後５時。

����　60歳以上の町民

�����　浴室（男女別）　

����　200円

※研修室（和室）・カラオケ（月・

水・金）無料。ゴミの持ち帰りに

ご協力願います。

����　福祉課福祉係（「ゆとろ

内」・�23－3019）

��������
������
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　今年も、雑草が成長する時期に

なりました。雑草が生い茂ると虫

の大量発生やごみなどの不法投棄

の発生なども考えられますので、

所有地（使用地）の適正な管理を

お願いします。

　なお、ご自身での草刈りが困難

な方はご相談ください。

����　環境対策課環境対策係

（�23－2503）

�������
���������
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　町税などは、町民が住み良いま

ち「美しいまちづくり」を進める

ための町の貴重な自主財源です。

　納税に対する意識に欠けたり、

正当な理由がなく納税に応じない

滞納者に対しては、預貯金や給与

の差押えを執行します。

　失業や病気などの事情で納入が

難しい場合は、ご相談ください。

　また、毎月第２・第４木曜日に開

設している夜間（19時30分まで）

納税相談窓口もご利用ください。

　�������　納税課納税係

　（�23－2341）

��������	
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　町では「エキノコックス症」の

検診を行います。

　キツネに触れたことがある方や

山菜採りやキャンプをする方、ま

た、室内犬の感染例もあるため、

犬を飼っている方も積極的に受診

してください。

���　小学3年生以上で過去５年

以内にエキノコックス症検診を受

けていない方

���　６月２９日（木）１８時～１９時

３０分

����西当別コミュニティーセ

ンター

▼���無料　　

▼�����血液検査

����福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�23－2346）へ。

��������	
��������	
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 　児童手当を受給している方（小

学校４年生までのお子さんがいる

方）は、毎年６月に「現況届」を提

出することが義務付けられていま

す。児童手当を引き続き受ける要

件があるかどうか確認するための

大切な手続きですので、必ず提出

してください。（未提出の方は、６

月以降の児童手当が受給できなく

なります。）

　なお、平成１８年１月２日以降に当

別町に転入された方は、平成１８年

１月１日現在の住所地で発行された

児童手当用所得証明書を添付して

ください。

　現況届は、6月上旬までに郵送

します。届かない場合は、ご連絡

ください。

�����　６月３０日（金）

����　子育て推進課子ども係

（�23－3024）

※公務員の方は、勤務先での手続

きとなります。

��������	
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　6月1日から7日までは「水道週

間」です。この取り組みの一環と

して浄水場施設を公開します。

　皆さんが毎日飲んでいる水がど

のように作られているのか、この

機会に見学してみませんか。

　見学をご希望の場合は、事前に

電話にてご連絡ください。

���　６月１4日（水）まで

�������　元町浄水場（�

23－2713）

�����　２等陸・海・空士

���　１８歳以上２７歳未満の男子

�����　通年受付

����　札幌地方連絡部江別募

集事務所(�011－383－8955)

�����
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　町選挙管理委員会委員として、

平成１１年１２月から活躍された今

井嘉紀氏の退職に伴い、高橋雄

三氏が選任されました。

　任期は、平成１９年１２月２２日ま

でです。

��������	
���

　将来受け取る老齢基礎年金の上乗せの制度として､

付加年金があります。

　毎月の保険料に400円を上乗せして納付することに

よって､納付した月数に200円を乗じた額が年金額の年

額に加算されます。

　付加保険料を納めることができるのは､第1号被保険

者または任意加入被保険者の方です。

　免除・猶予を受けている方・国民年金基金加入の方

は､付加保険料を納付することはできません。

����������

　国民年金の第1号被保険者が、ゆとりある老後を過

ごすことができるように、老齢基礎年金に上乗せする

公的年金として､国民年金基金があります。

　20歳以上60歳未満の方が加入でき、年金額は加入口

数で決まり､年金の受給期間は給付の型によって決定

します。

　なお、上記の付加年金加入者や農業者年金基金加入

者は、加入できません。

��������	
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1年に1度は検診を

　生活改善による健康づくりを「1次予防」、病気の早

期発見・早期治療を「2次予防」といいます。

　2次予防としては、1年に1度は健康診断を受け、検診

結果をその後の生活改善に生かしましょう。

　病気を早期発見できれば、その分治療も早く終わり

医療費と家計の節約にもなります。

��������

　保険証を紛失されたときは、速やかに国保年金係で

再交付の手続きをしてください。

　再交付には、免許証など身分を証明できるものが必

要です。

����　住民生活課国保年金係（�23－2467）

��������	
　6月14日（水）・28日（水）

　役場1階 住民生活課国保年金係

��������	
��札幌北社会保険事務所）

　日時　6月20日(火)10時～15時　場所　商工会館

��������	
��� � �●○●○●○� � ●○

　１０月からごみの出し方が変わります。違反ごみは回収しません。
　６月は以下のとおり説明会を開催しますので、都合の良い会場に
おいでください。8月初旬にも町主催の説明会を開催予定です。
����　環境対策係（�23－2503）

��������	
������

会　　場時間開催日会　　場時間開催日

当別太会館１８時
土１７

栄町会館１９時金２

中小屋会館１８時みどり野会館１０時

日４ 獅子内会館１８時
日１８

若葉町会館１４時

対雁会館１８時東蕨岱会館１８時

百年会館18時月１９茂平沢会館１４時

土１０ 高岡会館１８時木２２森の道会館１８時

西町会館１８時金２３世紀会館１８時

樺戸町会館１８時土２４金沢会館１０時
日１１ スウェーデン

交流センター１０時

日２５

西 当 別 コ ミ ュ ニ
ティーセンター１８時

上当別会館１０時川下会館１８時月１２

六軒町会館１８時弁華別会館１８時火１３

下川町内会館１８時水２８森の道会館１８時水１４

東裏地域会館１８時木２９春日町会館１８時金１６

�����������

�����������
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行政推進員行政区

村　井　政　広幸　町

米　口　　　稔弥　生

越　田　元　浩旭　町

平　出　理三郎万代町

小山田　雄　一白樺町

安　榮　　　弘北栄町

河　村　宏　樹錦　町

辻　　　勝　利末　広

�政推進員は町行政と地域住
民とのパイプ役です。4月１日現
在の各行政区の推進員を紹介し
ます。
※行政区の統合に伴い、４０行政区
となりました。

��������	
�

氏名町内会氏　名町内会

宮　崎　米　子金　沢伊　藤　千惠子幸　町

野辺地　愛　子樺戸町前　川　和　恵弥　生

萩　澤　悦　子東　裏菅　　　マチ子旭　町

小野寺　俊　江東蕨岱真　鍋　直　子万代町

岸　田　きよみ蕨岱町千　葉　愛　子白樺町

舘　柳　律　子対　雁岩　木　せつ子北栄町

原　田　ナミエ川下右岸真　壁　紀美子末　広

原　田　瀬都子川下左岸伊　東　百合子美　里

小　川　周　子太美北山　崎　サ　キ錦　町

西　口　悦　子太美寿福　井　美智子西　町

城　野　郷　子太美中央佐々木　裕美子元　町

宮　本　康　子太美東小田島　あさ子緑　町

岡　林　千　尋太美西野　谷　祐　一東　町

沼　田　直　美太美南三　浦　京　子春日町

倉　田　八重子当別太池　亀　淳　子栄　町

佐　藤　史勢子太美スターライト山　崎　かほり下川町

有　澤　容　子ビトエ尾　崎　嘉　恵六軒町

御　厩　アサ子高　岡東　谷　たまえ弁華別

山　本　幸　子獅子内田　中　久美子茂平沢

高　橋　道　子スウェーデンヒルズ清　水　紘　子みどり野

浅　野　良　子上当別辻　　　國　子青　山

古　熊　真　美若　葉上　坂　米　子中小屋

��������	

�����

　健 康で安心して暮らせるまちづくりのた
めに、町では各町内会に保健推進員を委嘱し

ています。健康に関する研修会への参加や、

地域での運動や健康の学習、町内ウォーキン

グマップを多くに広げる活動をしています。

行政推進員行政区行政推進員行政区

�　橋　　　聰蕨岱町鈴　木　智　久美　里

今　井　哲　雄対　雁佐　藤　武　志西　町

田　中　信　幸川下右岸山　下　義　則元　町

石　田　義　美川下左岸高　橋　輝　幸緑　町

五　賀　利　雄太美北緑　川　　　茂東　町

木　村　清　堂太美寿北　林　昭　治春日町

佐久間　智　一太美東浅　野　昭　一栄　町

新　出　清　保太美中央小田島　正　高下川町

二ノ宮　隆　精太美西津　崎　良　一六軒町

青　山　勝　美太美南畑　　　　　清弁華別

山　田　　　宏当別太渡　邊　幸　治茂平沢

森　高　　　清太美スターライト徳　光　　　賢みどり野

松　永　　　武高　岡古　谷　陽　一中小屋

高　島　勇　一獅子内川　邊　信　治金　沢

山　田　幸　雄スウェーデンヒルズ�　田　修　二樺戸町

佐々木　利　雄若　葉稲　村　政　光東　裏
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　飼い犬には１年に１回必ず狂犬病予防

注射を接種してください。

 　予防接種会場では、多くの犬が集ま

ることによるトラブルの発生など、予防

接種への影響が考えられますので、病院

での予防接種をおすすめします。

����　環境対策課環境対策係（�23

－2503）

会　　　場時　　間

白樺コミセン駐車場９：００～９：１５

六軒町会館前９：２５～９：４０

茂平沢会館前９：５０～１０：１０

弁華別会館前１０：１５～１０：３０

中小屋会館前１０：５０～１１：０５

東裏消防会館前１１：２０～１１：３０

森の道会館前１１：４０～１１：５５

会　　　場時　　間

若葉町会館前９：００～９：１５

西当別コミセン前９：３０～９：５０

高岡会館前１０：０５～１０：１５

太美青少年会館１０：３０～１０：５０

川下会館前１１：０５～１１：１５

南部地域会館前１１：３０～１１：４０

東蕨岱会館前１１：５０～１２：００

�������� ��������
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　見上　良太郎　委員
（太美町�26－2257）

　岩田　伸一　委員
（太美南�26－3388）

　林　朋子　委員　
（元町�23－1582）

　� 護保険サービスを利用する場合、以下の軽減制度を利用するこ
とができます。すでに認定証をお持ちの方は有効期限が６月３０日まで

となっていますので、忘れずに更新手続を行ってください。

�������　　

福祉課介護サービス係　

（「ゆとろ内」・�23－3029）

介介護護 ��������	
���������������	
�����
� ��������������������������������

� ��������������������������������

��������	
���	���

����������	

 表のいずれかに該当する場合には、

それぞれの段階に応じて食費・居住費

（滞在費）の軽減が受けられます。

生活保護または老齢福祉年金の受給者で、
世帯全員が町民税非課税の方

ア

本人及び世帯全員が町民税非課税で、
合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の方

イ

本人及び世帯全員が町民税非課税で、イ、以外の方ウ

��������	
���������������

  表の条件を全て満たす方は、認定証を提示することで利

用料金の軽減が受けられます。

※軽減が受けられない事業所もあります。

　詳しくは、各サービス事業所へご確認ください。

※内容が確認できる書類提示の必要があります。

例）源泉徴収票、年金支払通知書、預貯金通帳など

町民税非課税世帯（生活保護世帯は除く）

年間収入が１５０万円以下
（世帯員が１人増すごとに５０万円を加算）
預貯金等の額が３５０万円以下　
（世帯員が1人増すごとに１００万円を加算）

日常生活以外に活用できる資産がないこと

課税世帯に扶養されていないこと

介護保険料の滞納がないこと

��������	����

　人権擁護委員は、地域住民からの家庭内

の問題や、隣近所のもめごとなど、幅広い

内容の相談に応じています。相談内容の

秘密は守られます。無料で難しい手続き

もありません。お気軽にご相談ください。

� �����������������������������
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����　6月17日（土）・18日(日)

����　金沢1757  同大学当別キャンパス

����　同祭実行委員会

（�23－1211/�23－1669）

　身体に障がいのある方の仲間づ

くり、情報交換のため、研修旅行

や福祉大会などを開催しておりま

す。是非ご入会ください。

▼年会費　1,000円

▼問合せ　同事務局　担当　佐々

木（｢ゆとろ内｣・�22－2503）

����������������
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　住所、氏名、連絡先、出店希望日を書いて

ハガキ又はFaxで上記の実行委員会へ申込み

ください。

�締切り　6月7日　�出店料　300円

��������	
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　 北海道医療大学生を対象とし

た農作業体験、農家宿泊体験に無

料で参加できる『農家ステイ』を

５月下旬から実施しています。

　農家との交流の中で、普段の生

活では味わえない貴重な体験がで

きるでしょう。

　この機会を利用して農村の魅力

を感じてみませんか。

����　農林課農務係（�23－

3091）

��������
���������

　１６歳から６９歳までの健康な方な

ら、どなたでも献血できます。

������　

 ①６月18日（日）10時～16時　北

海道医療大学（金沢）　　

②６月22日（木）13時30分～16時

　北石狩農協本所（錦町）

第２回救急救命講習会

　あなたの知識、勇気で救える命
があります
���　６月１７日（土）午後１時
～４時
���　歯の健康プラザ
���　当別消防署救急係
����　無料
　講習会受講後に公式認定証を
差し上げます。
����　北海道医療大学　
千葉逸朗 （�090－9515－1706）

�������

��������	
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　4月1日以降に営業許可の更新時

期を迎える食品関係営業者は、許

可を更新する前に食品衛生責任者

に実務講習会を受講させることが

必要となります。

　平成１８年度実務講習会は、１１月

上旬を予定しています。

���　石狩地方食品衛生協会　

（�0133－74－0142）

����　江別保健所生活衛生課

食品保健係（�011－383－2111）

��������	
��

��������	
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�試験種類　乙種（第4類）丙種

��������	
�

�試験種類　甲種（第1～5類）乙

種（第1～7類）

①・②ともに

����　7月30日（日）

����　札幌市ほか６市

�����　6月20日（火）～6月

29日（木）

���　当別消防署消防課指導係

（�23－2537）

��������	

���������	

���������

6月18日(日)

10時３０分～14時30分
〔主なイベント〕
昔遊び大会
お菓子争奪○×クイズ
ビンゴ大会
子ども出前講座

献血��������
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　第20回北海道医療大学薬学部附

属薬草園を見る会が開催されま

す。

���　6月18日（日）10時～15時

　

���　北海道医療大学

������　

�講演会「サプリメントの品質と

安全性を考える」徳島文理大学香

川薬学部・関田節子教授　10時10

分～11時40分

�ハーブティーを楽しもう　11時

50分～12時50分

�見学会　薬用植物園、温室及び

北方圏生態観察園　12時50分～午

後3時

����　北海道医療大学薬学部

関崎（�23－3791/�23－1338）

� �������������
��������	
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　「カミネッコン」と呼ばれる再生

紙のポットを使い、住民参加によ

る「心に残る風景」を創出するた

め、ぜひ、ご家族・友人などで参

加してみませんか。

���　6月10日（土）9時30分～

12時30分（小雨決行）

�����　道民の森青山中央地

区案内所

�����　青山交流館向かいの

道有地

������　無料（その他飲食物・

昼食などは、各自ご用意下さい。）

���　当別ダム植樹の会実行委

員会（『札幌土木現業所当別ダム建

設事務所』内・�23－4722）

� �������������
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　簡単でおいしい豆・野菜料理を

紹介します。

①6月9日（金）６月６日締切り

�申込　山下宅（元町・�/�22

－2101）

②７月５日（水）６月末日締切り

�申込　真壁宅（末広・�/�23

－1432）

※各回でメニューが異なります。

���　１０時～１３時３０分（両日）

���　ゆとろ

���　先着２０名で締切ります。

����　１００円

����　三角巾・エプロン・筆

記用具

���　町食生活改善推進協議会

� �������������
��������	

　当別スイミングサークルでは、

毎日健康で楽しく生活するために

一緒に泳ぐ仲間を募集していま

す。

　インストラクターの先生が親切

丁寧に指導します。

���　当別小学校プール

���　毎週火曜、金曜日　午後

６時～７時３０分

����　五十嵐（�23－3155）

��������	
���
� �������������

童謡・演歌・ナツメロ・ポピュラー

でお楽しみください。

���　6月29日（木）　午後2時

���　白樺コミュニティーセン

ター

�����

����　森田（�22－3453）ま

たは、西口（�26－4676）

���������	
��
� �������������

　当別テニス協会では､初心者を

対象に講習会を実施します。

　始めてみたいという方は､是非

この機会に。

���　６月６日～７月25日までの

毎週火曜日、全８回予定（雨天の場

合は中止）午後7時～9時

���　栄公園テニスコート　

����　１回２００円（ボール代､テ

ニス協会登録の方は無料）

��������	
�������

���　6月18日（日）午前9時～

���　スウェーデンヒルズテニ

スコート

����　1,500円（テニス協会登

録の方は1,000円）

�������　大畑（役場上下

水道課内・�23－3542）

��������	
� �������������

　第５回当別町「赤い羽根・歳末た

すけあい」チャリティーパークゴ

ルフ大会が開催されます

���　あいあい公園

���　６月１７日（土）

����　当別町共同募金会（�

22－2301）

���������	
��
� �������������
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　町内外で演奏活動を続ける成沢

優美さんがアコーディオン教室を

開催しました。

　みんなが知っている「かえるの

歌」などを練習し、合奏しました。

（5月21日）

��������	
��

　町内の若手農業後継者でつくる

4Ｈクラブが町内の清掃作業を実

施しました。

　東裏墓地などで空き缶などを拾

い、美化活動に取り組みました。

（4月27日）

�����������

　皆川寿美さん（緑町）から
当別町まちづくり基金に100
万円が寄附されました。

　当別高校農業クラブが自分たち

で育てた花苗の即売会を実施しま

した。ハウスの中は、たくさんの

お客さんと元気な高校生の姿が見

られ、活気に溢れていました。　

（5月20日）
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★「交差点」では「車」も人も
「自転車」もしっかり《安全確認》
をしましょう。
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+94453� �
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+246185�����
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飲酒運転追放　飲んだら乗らない

自転車も飲酒運転は禁止
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▼池田秋子さんから10万円
▼中田章さんから５万円
▼山下正義さんから５万円
▼由利幸司さんから３万円
▼西山直樹さんから3万円
▼山本良久さんから3万円
▼川下老人クラブから
　雑巾193枚
▼土上スギさんから
手芸品270個石鹸32個

広　告



�������� ��

���������������	


�����（毎月第１木曜日）
��  7�����������������
��事前に福祉係（�23－3019）まで。

�������（毎月第2・４木曜日)〔２４時間受付   090－2070－5082〕

�� �������������	
���
 ���町社会福祉協議会（�22－2301）

町政功労者逝去

�������

■山本　ツルエさん（西町）

平成18年4月28日逝去（87歳）

昭和61年町政功労者賞受賞

経歴　民生委員として昭和40年か

ら平成元年まで24年間に亘り町政

発展のために寄与されました。

　ご冥福をお祈りいたします。

No.332
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町の顧問弁護士が相談に応じます

広　告
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必要
7日 水　１３：００～１５：３０　ゆとろ
「お悩み解決！安産コース」

���������	
�
�
�
�
�
�
�
�

対象者へ
個別通知

5日 月　ゆとろ
１３：００～１４：００

���������

���

2日 金　ゆとろ
１３：００～１４：００

���������

���

必要４０歳以上の方
右記町内医療機関にて受診������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�

必要
保健師や栄養士が相談に応じます。
21日 水 9：３０～１１：３０　ゆとろ
29日 木 9：３０～１１：３０　西コミ

����

必要

あなたに合った健康づくりをお
手伝いします。
健康チェック日　　２０日火
健康プラン相談会　２３日金
９：３０～１１：３０　総合体育館

��������

必要
脳卒中、神経難病などにより、
体や言葉に不自由さがある方
２８日 水　１０：３０～１４：３０　ゆとろ

������

必要
外出機会の少ない高齢者対象
２１日 水　１０：００～１2：００　ゆとろ

���

必要
外出機会の少ない高齢者対象
２２日 木　１０：３０～１４：３０　西コミ

�������

�個別接種は下記医療機関にて接種ください。
�持ち物　母子健康手帳。
�事前に予防接種ガイドブックを読みましょう。

������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 

������　心の悩みについて専門医が相談に応じます。
　　　　　　　 14日金　１３：００～１5：００　ゆとろ
　　　　　　　 23日金　１３：３０～１６：００　江別保健所
�������  江別保健所（�０１１－３８３－２１１１）

� � �　　　お酒で悩んでいる方とその家族
　　　　　　　  毎月第１・第３月曜日　
　　　　　　　  １８：００～２１：００　ゆとろ
���������日中は江別保健所（�０１１－３８３－２１１１）
　　　　　　　  夜間は工藤（�２２－２５１０）

�����������

生後６カ月
未満

５日月　ゆとろ
１４：００～１４：３０

ＢＣＧ

� � � � � �

�����
場所時間日にち内　容場所時間日にち内　容
西コミ  7：55～5日(水)女性がん検診ゆとろ13：00～3日(月)4カ月10カ月児健診 

ゆとろ10：00～13日（木）1才8か月3歳児健診 ゆとろ14：00～4日(火)予防接種(BCG) 

ゆとろ10：00～13日（木）友遊会ゆとろ  7：55～5日(水)女性がん検診
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� � � � 予防接種実施
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みちこ
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　食中毒は、一年のうち特に６～９月にかけて多く

発生しています。免疫力の弱いお年寄りや小さいお

子さんのいるご家庭では、特に気をつけましょう。

　家庭でできる食中毒予防６つのポイント

���������

　肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを購入

し、長く持ち歩かず、すぐに冷蔵庫で保存しましょ

う。

�������

　冷蔵庫は3割位スペースを空け、温度は冷蔵庫10℃

以下、冷凍庫－15℃以下が目安です。

　菌は冷凍しても死にませんので購入した食品は早

めに使い切りましょう。

��������	


　手・調理器具・調理台はきれいに洗いましょう。

　食材は、流水でよく洗い、生の肉・魚・卵を扱っ

た場合には、まな板・包丁などの調理器具はこまめに

洗い、定期的に熱湯消毒をしましょう。

��������	
�

　調理の時や、再加熱が必要な場合は、しっかり中

まで熱を通しましょう。中心温度が75℃ 以上１分間

の加熱でほとんどの菌は死滅します。

��������

　手洗いをしっかり行い、清潔な食器で食べましょ

う。調理前後の食品の長時間放置は危険です。Ｏ

157の場合、15～20分室温放置すると菌が2倍に増え

ます。
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　残りものはきれいな食器に移して保存しましょう。

怪しいと思ったら食べずに捨てましょう。

　食中毒の症状は、腹痛、下痢など風邪と似た症状

があります。自己判断で市販の薬などを飲まず、医

師の診察を受けましょう。

広　告



��������	��

�������������
みちこ

　平成１３年４月に第２の人生を明る
く前向きに過ごそうと、当別町に
引っ越してきました。
　働きながら続けてきた「お花」
で当別の人に何か伝えることがで
きればと考え、ボランティアセン
ターの方にゆとろの一角にスペー
スを用意していただき、身近なも
のを生かした展示を始めました。
　このスペースでは「もったいな
い」ということを考え、自分で育て
た花のほかに、よし、がまの穂、た
んぽぽの綿毛など家の周りで身近
に手に入れることができるものを
使って、見た人が楽しめる作品に

なるよう心がけて作成していま
す。普段は、捨てたりするもので
も、使い方によってはこういう作
品ができることや、自然のものを
大切にすることをＰＲしていきた
いです。
　町民の方が通りすがりに見て
「いいな」と共感してくれると嬉
しいです。

　現在は、かすみ草の集いや長寿
園でちぎり絵教室を手伝うボラン
ティアをしています。
　ボランティア活動では、頭ごな

しにものを言わない、目と目を合
わせながら話すなどコミュニケー
ションの方法に気をつけています
が、楽しく活動することが１番だと
思います。
　無理をするとストレスも溜ま
り、続かないので、自分のできる
範囲で活動することが大切です。
　この活動を通して町内の様々な
方と出会い、その方と一緒に行動
することで、自分自身の生きがい
作りにもつながり、感謝していま
す。
　みなさんも、気軽にボランティ
ア活動に参加して、人との出会い
を通して前向きに楽しく生活を
送ってみてはいかがでしょうか。
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　定年退職後、当別へ引っ越してきて5年。平成13年10月か
らゆとろの一角に身近なものを利用した展示や、町内でボラ
ンティア活動を続けています。

�����������5月1日現在�
                             （　）は前月との比較
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　5月19日に青山中央地区、北海道医療大

学の森で北海道医療大学の新入生が植樹

祭を実施しました。

　青山の自然の中で楽しそうに植樹する

学生の姿が印象的でした。何年か後に満

開の桜を見るのが楽しみですね。


